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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・データベースの見直しを3月中に行う。詳しくは鳥谷部まで。

・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態ですが、入荷してもポンプはつかない為、そちらは破棄せずにそのまま再利用するようにして下さい。また、先日、除菌電解水を分けて貰う事が出来たと連絡しましたが、そちらも在庫がなくなりました。
・2020年4月20日に予定していた春の会についてですが、
新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、
今回はやむなく中止することが決定しましたのでお知らせします。
※ご不明な点などありましたら、行事運営委員会へお問い合わせください。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＜研修案内＞

・第10回院内研修

日　時：令和2年3月30日（月）17:30～18:30
場　所：メンタル3階会議室
テーマ：｢退院支援・地域生活の支援について｣
講　師：藤原SGM

〈利用者様情報〉

デイケア　　
・山本　真智子様～3月上旬に、自傷行為が見られ薬剤調整を行った経緯があり、体調や近況を確認している。就労時間を1日2時間半へ減らした以降は、不調を起こすことは軽減し、仕事中に泣き出すことも無くなったと話している。また、不調があった際には就労先スタッフへ相談することが出来ているとのことで、自身で体調の変化に気付くことが出来ている様子。以前より表情が穏やかになり、就労やデイケアの欠席が減っていることを評価している。都度、体調確認を行っていく。
・中村　与一郎様～本人より電話連絡あり。水曜日に発熱感を感じ、内科受診したとの事。内科で検温すると37.2℃あったとの事で、内服薬を1週間分処方されたとの事。内服薬を飲みきるまでは外出を控えるように特定相談員やグループホーム世話人より促しがあったとの事で、本日のデイケアは欠席となる。
デイナイトケア
・岩城　敏夫様　～青風荘より情報提供あり。一昨日より振戦症状等の体調不良の為、デイナイトケアを欠席している。昨日は本人様より振戦を訴えるも、振戦症状は確認できず。日中は和室とホールを行き来し、小さい歩幅で歩行している。夜間は表情冴えず、自室への移動の際「歩けない」と話しエレベーターを利用しているが、自室で片付け物をする為の移動は自力歩行で行えていたとの事。本日も本人様より「まだ休みたい、行っても動けそうにない」と訴えがあり、来所促すも同意なく、デイナイトケア欠席となる。
・小野寺　ノリ様～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後、体調不良の訴え等なく就寝時間まで過ごして居たとの事。今日の朝食は主食・副食2/3摂取している。本日のデイナイトケアでは昼食時にも食物残渣物の吐き出しが観察され、トータル摂取量が主食1/3副食1/3弱となっている。体調不良との訴えはなく、嗜好品のジュースは全量摂取している。夕食は全量摂取している。
・袴田　淑子様　～9：30手提げバッグを持て階段ドア方向へ走って行こうとするため、どこに行くのか声をかけると、「買い物に行くって言ってたから青風荘に戻る」と答えている。青風荘スタッフから連絡がないため待つように伝え、確認を行い、感染予防のためスタッフが買い物に行くことになったと説明を受けると理解し、戻っている。
ショートケア
特記無し
＜外来患者様情報＞

・関　秀治様～睡眠については本人はとれています、などと話すが、世話人は睡眠の不安定さを気にしている。本人は別に睡眠にはさほど困っていないという中途覚醒は4～5回程度とのこと。
・鈴木　碧様～BREX2mgでも目立った副作用はなかったという。被害念慮は軽減されているようだ。それ以外にも特に気になる症状はない。眠気も今はないとのこと。食事はとれている。睡眠はたまに寝つきが悪いことがあり2時間くらい眠れないことがある、などと話す。ペロスピロン8→4mg
・中村　与一郎様～そわそわする感じはなくなった。ハロペリドールは6mgで服用していた。今回6→3mgレキサルティ1→2mgそのほか処方継続する。

・夏堀　麗紗様～最近の様子としては、夜になると特に「鬱っぽいというか落ち込みがある感じ」と話している。夜間の睡眠はとれている。日中は大丈夫であったらしい。友人付き合いとしては、相手から連絡がきたら答える、という程度にしていて、これまでより楽にはなっているようである。今の職場では理事長から、休まずに続けられたらA型の方に移行するように言われているという。本人もそれで了解している
・市澤　信行様～3月16日に母親が亡くなった。葬儀その他の法要も大体済んでいたという。これから、その他の手続きなど行っていくという。母の妹などと協力してやっていくようにする。夜間睡眠は3時間くらいとっている。日中も、なかなか気持ちが落ち着く事はなかったと思われるが、今後時間に余裕が出てくれば、デイケア活動などに戻っていただく。
